
1 

会 議 録 

１．会議の名称 第2回大垣市第2次教育振興基本計画（文化振興分野）策定委員会 

２．開 催 日 時 令和6年9月27日（金）10:00～11:08 

３．開催場所 大垣市役所6階 教育委員会室 

４．出 席 者 

［委 員］ 

委名和 永山 

井上 瞳 

大井田 潔 

廣瀬 龍祥 

山﨑 幸輝 

［事務局］ 教 育 長     細江 敦 

事務局長     平松 善幸 

文化振興課課長  鈴木 元 

文化振興課主幹  渡部 和智 

文化振興課主幹  大橋 昭彦 

文化振興課主幹  吉田 晶 

文化振興課主幹  朝倉 泉美 

  欠 席 者 

［委 員］ 

久野 悟 

 

５．議   題 1 大垣市第2次教育振興基本計画（文化振興分野）後期計画（案）に

ついて 

2 指標と目標について 

６．公開又は一 

部公開の別 

公 開 

７．主 な 発 言  

事務局  挨拶 

教育長  挨拶 

委員長  議題に入ります前に、本日の会議につきましては、個人情報などの

非公開とする案件に該当するような事案がないことから、会議は公開

とさせていただきます。 

 本日は、傍聴の申込みがありませんので、早速、議事に入ります。 

 それでは、議題1 大垣市第2次教育振興基本計画（文化振興分野）

後期計画（案）について、事務局から説明をお願いします。 

事務局    （資料説明） 
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委員長  説明が終わりました。 

 ご意見はありませんか。―――無いようですので、次に移ります。 

議題2 指標と目標について、事務局から説明をお願いします。 

事務局    （資料説明） 

委員  満足度について、どのような内容なのか分かりかねるのですが。 

事務局  このような計画は、毎年度、評価していただいています。今年度の

評価委員会におきまして、利用者数や事業数だけの評価では良くない

のではないかとご意見があり、実際に参加した方の満足度が必要では

ないかとのご意見もいただきました。そのため、各指標に満足度を追

加しております。満足度の指標は非常に難しいのですが、既存のアン

ケートを活用するということにさせていただきました。今までもアン

ケートを実施しておりましたが、コロナ禍での中止をはさみ、再開し

ていない事業もありました。十分ではない部分もありますので、全体

の中では数字が入っているものと、今年度の数字をもって目標として

いるものがあります。また、利用者数につきましては、以前から言わ

れており、我々も認識しておりますが、右肩上がりで増えていくもの

ではなく、人口が減っていくこともありますが、コロナ禍からの回復

もありますので、若干の増加としております。また、満足度につきま

しては、評価委員会で右肩上がりで増えていくものではなく、100％と

いうのは統計学的にもあり得ないというご意見もありました。また、

高い満足であれば維持していくことも一つの方向とのご意見をいた

だきましたので、資料のように設定させていただいております。満足

度に関する統一的なフォーマットはありませんが、既存のものを活用

し、5段階評価であれば、上の2つを満足、というような処理をしてお

ります。 

委員長  アンケートは4段階ですか 

事務局  バラバラですが5段階が多いです。 

委員長  十分なデータは出てこないけど、令和5年度のデータを踏まえて目

標値を設定していると。 

 今の評価ですが、私は4段階が妥当ではないかと思っています。なぜ

かというと、「普通」というのがあると全く評価ができなくなるので、

4段階が妥当かなと思っていますが、今後の検討課題としてください。 

事務局  事業評価のための統一フォーマットでアンケートを実施しており

ませんが、急遽指標としておりますので、いただいたご意見を参考に
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今後検討して参ります。 

委員長  メンタルの部分は非常に難しいですからね。事業数は数字がきちっ

と出てきますからね。満足度というのは確かに難しいんですけれど

も、主催者側としてはその時の状況、様子を見ながら把握はできます

よね。この事業は良かった悪かったと、主催者側の評価は。また、そ

こに参加した人の様子など、数字だけでなく見れると良いなとの思い

もしますけれども、この辺りが目標値を定めるときの難しさかなと思

ってます。 

副委員長  子どもを対象にしたアンケートになっていて、子どもだけに限って

良いのか。 

事務局  各目標の中の施策とアンケートは必ずしも対応しておらず、事業数

や利用者数や参加者数といった客観的な数字で評価できるもの、満足

度を図れるものを現状で探して設定しました。 

 子どもだけを対象としたアンケートというご意見がありましたけ

れども、次世代を担う人材育成を重点的に掲げておりますので、「子ど

もを対象とした」とさせていただいております。 

副委員長  資料の1ページに「子どもから高齢者まで一人ひとり」と記載がある

ので、子どもだけというのは。 

教育長  指標は子どもに焦点を当てているのですが、アンケートは子どもだ

けに取るのではなく、事業に参加していただいた方にアンケートを取

ります。ここに「子ども」としているのは、教育委員会の取り組みと

して、次の時代の文化を担っていく、芸術を担っていく、子どもの時

期からきちんと育てていく注力をしたい、子どもの部分を指標として

いるだけで、ここだけを大事にしているわけではございません。 

事務局  これまでも事業全体のアンケートは取っておりますし、大人の方に

もアンケートはそれぞれの事業で行っております。 

委員  文化財を活用した事業やイベントなどの、費用対効果というか、コ

スパというか、そういった評価も必要ではないかと考えますがどうで

すか。 

事務局  そのような視点では検討しておりませんので、参考にさせていただ

きます。 

副委員長  費用対効果のことはよく出てきます。入場者数とかで図りきれない

ものを行っていくのが公共だと思います。お金で図れないものを評価

していくものだと思います。 
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委員長  予算をかけたら良いというものでもないですからね。 

委員  2ページですが、ＳＮＳとは何がありますか。 

事務局  文化振興課としてのアカウントはインスタグラムでございます。 

 その他は、広報おおがき、情報誌、市ＨＰです。 

委員  令和5年度の情報発信数の483件はインスタグラムですか。 

事務局  ＳＮＳ等ですので、インスタグラムのほか広報おおがきや市ＨＰな

どの合計です。 

委員  インスタグラム閲覧数はわかるのか。 

事務局  難しいです。 

委員  どれだけの発信をして、どれだけの閲覧があったかがわかるといい

なと思いましたので。 

 資料№2-2の1ページの1番下の「授業」は「事業」ではないでしょう

か。 

事務局  修正させていただきます。 

委員  館を知らない人が結構いるのではないか。大垣市民の中にも。情報

発信をどれぐらい行っているのか、どのように行っているのか。 

事務局  各館の催しについては、広報おおがきや市ＨＰで案内をしておりま

す。それ以外では、芸術文化施設では文化事業団のＨＰや広報誌、歴

史文化施設ではイベントガイドなどで発信しております。また、国な

どと連携して施設の無料開放なども行っておりますし、子育て支援課

などとも連携して発信しております。また、文化遺産カードを作成し

て、施設を回っていただく取り組みも行っております。 

副委員長  先ほど、‥‥委員が言われたように「知らない」、一般の方が知らな

いのかなと。 

委員長  全体的な部分については市が行っているが、個々についてはそれぞ

れの団体が協力していかないといけないのかなと。 

委員長  交流事業は、資料№2-2の3ページの4事業だけですか。 

事務局  掲載しているほかにもございますが、継続的な検証が可能な事業を

掲載させていただいております。 

委員長  資料№2-2の5ページ、子どもたちの参加人数は少ないのですか。 

事務局  少ないのではなく、事業規模が小さいためでございます。ワークシ

ョップみたいなものです。 

委員長  このような事業に参加する方は、興味があり参加されるので、良け

れば満足度は高くなりますが、新しい方に知っていただき、満足度を
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上げていくというか、次につながる意欲みたいなものが図れると良い

のですが、なかなか難しいですね。裾野を広げていく。意欲を高めて

いく。この辺りは難しいですね。 

委員  興味を持って始めて、継続していくといろいろな分野に広がってい

く。継続しやすい環境が重要なのかなと思っています。親しみやすい、

とっつきやすい、継続しやすい、維持できる体制があると良いのかな

と。やって良かったという、夢を見せてあげるというか達成感みたい

なものがないと発展していかないのかなと思います。 

委員長  基本目標4ですが、大垣市は、いろいろな事業をいろいろな施設を利

用して行っていると思いますが、どうですか。文化事業団が行ってい

る事業も含めて。 

事務局  基本目標4の環境は、ハード面、ソフト面とありまして、ハード面は

どうしても施設となってしまいます。新しい施設が少なく、現在は維

持補修について、計画的に進めているところでございます。ソフト面

では、触れる機会とか、経験する場などになってきます。基本目標4で

は、ハード、ソフト両輪で進めていければと思っています。 

委員  数字にしにくい分野で、説明を聞いて初めて目標数値が分かる部分

もあります。脚注などを活用して分かりやすくしてもらえればと思い

ます。 

 また、効果が表れるには非常にスパンがかかるので今までの説明な

ども加えてもらえればと思います。数字の根拠の説明文をしっかりし

てもらえればと思います。 

事務局  ありがとうございます。資料とするとこのような形になってしまい

ますけれども、いただいたご意見を参考にさせていただきます。 

委員長  数値化すると数値だけになってしまいますので、数値の根底にある

ものをしっかりしてもらえればと。 

 ほかに、ご意見はありませんか。―――無いようですので、以上で、

議題2の審議を終わりといたします。 

 本日の議題は以上でございます。 

 それでは、進行を事務局にお返しします。 

事務局  ‥‥委員長、皆さま、ご審議ありがとうございました。 

 本計画につきましては、全体の委員会となる、大垣市教育振興基本

計画策定委員会でご審議いただきます。 
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 また、これまで皆様からいただきましたご意見につきましては、今

後の事業を企画・実施していく上での参考とさせていただきたいと思

います。 

 以上を持ちまして、本日の委員会を終了させていただきます。 

 お疲れ様でした。 

８．その他必要 

な事項 

【傍聴者】0人 

以上、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

                         

                        委員長   ‥ ‥ ‥ ‥    

 


